
金
渇
古
政
志
各
四

供
応
、
御
意
絞
i

成
候
は
、
友
様
に
思
召
候
へ
ど
も
、
御
遮
見
之
末
々

公 ~J
米巡
だ迷
御惑
幼可

稚 k
之 と
御田
時討

北御
之l!lk
御止

荷掠
ヰ年 Tei 

骨密
之日

~J j却
、内総

桂H之
1<: ~ rli 
色。
付又
候陥
を日t

御
見
物
被
"
成
=
御
座
-
候
。
共
頃
丸
翠
先
右
術
門
親
飢
祭
之
沙
汰
有
v
之

候
。
御
側
陀
混
在
候
者
此
噂
申
出
候
。
御
意
被
ν
成
候
は
、
人
々
わ
る

口
に
て
可
ν有
v
之
候
と
御
徒
に
候
。
右
中
上
候
男
、
共
内
御
前
に
御
試

被
v
遊
候
は
ど
知
れ
可
v
申
俄
之
由
、
再
往
無
-h一心
-
申
上
候
底
、
蛮
ね

て
被
i

仰
出
-
候
者
、
共
方
は
さ
ん

A
¥い
や
成
竪
集
成
儀
申
上
候
。

御
前
に
左
様
之
俄
被
v
仰
倣
へ
ば
、
共
身
一
期
の
戒
陀
罷
成
候
旨
御
芭

昔日
に
候
。
至
b

斯
申
上
候
者
.
赤
面
仕
見
出
在
候
由
K
御
座
候
。
承
偲
候

時州
士
群
有
御
儀
之
旨
致
a
風
間
-
候
。

と
あ
り
。
右
の
体
僚
に
て
、
幼

税
に
て
ま
し
ま
せ
る
頃
よ
り
居
給
ひ
た
る
都
知
ら
れ
け
り
。
叉
冗
文

元
年
三
月
御
野
ね
に
付
而
巾
上
ぐ
る
と
紀
服
せ
し‘

金
部
英
子
辰
吉

山
酬
の
お
付
K
、
防
腐
院
綴
北
之
御
丸
に
被
v
再
タ
成
=
御
座
-
候
時
、
御
目

見
仕
候
旨
先
士
口
叩
耐
震
=申
附
-候。

と
あ
り
。
按
宇
る
陀
、
光
高
卿
は
元

和
元
年
十
一
月
廿
白
金
部
披
K
誕
生
と
あ
れ
ば
.
十
二

一
哉
の
御

時
分
と
は
寛
永
三
四
年
也
。
さ
れ
ば
此
の
頃
よ
り
寛
永
十
六
年
家

持
し
給
ム
頃
ま
で
、
此
の
地

K
居
館
し
給
ム
放
と
い
ふ
投
あ
れ
ど

立
つ
。
さ
あ
れ
ば
日
本
に
甲
州
流
の
外
軍
法
な
し
。
但
し
太
平
紀
評

判
方
と
云
ふ
も
の
、
甲
州
を
か
ら
や
し
て
一
流
有
ν
之
。
共
の
初
め

E

聞
く
花
、
法
筆
法
印、

肥
前
唐
津
花
佐
居
の
時
、
太
平
紀
前
き
K
て
、

紫
・阪
を
し
て
所
の
百
姓
な
ど
に
務
制
し
て
聞
か
す
る
底
、
風
呂
鰍
包

を
か
づ
き
た
る
七
拾
歳
許
の
老
人
毎
皮
来
り
、
山L
を
聞
き
て
泊
を
流

す
。
或
時
法
印
噂
ね
け
れ
ば
.
老
人
目
く
、
法
印
税
陀
は
迎
鐙
抄
・
賢

恕
抄
を
御
所
持
候
哉
と
云
ふ
。
承
り
及
び
た
る
物
主
が
ら
終
K
見
宇

と
一耳ひ
け
れ
ば
、
老
翁
か
づ
き
た
る
風
呂
敷
包
よ
り
‘
右
の
ご
抄
を

取
出
し
.
此
4mu
は
名
和
肥
前
守
よ
り
仰
へ
来
る
我
等
が
性
に
て
.
・
封

を
不
ν
経
持
候
。
是
を
参
ら
せ
候
と
て
授
ν
之
。
老
人
の
名
主
問
ひ
け
る

K
.
名
和
昌
三
と
云
ム
者
也
と
て
附

p
.再
び
不
v
古
都
と
也
。
共
後
陽

限
公
御
代
此
肉
を
被

i

一
附
召
一
今
の
榔
現
堂
の
所
に
被
ν
錫
a

居
住
一
毎
度

御
前
陀
て
締
籾
被
n
仰
付
-
也
。
此
相
仰
を
授
け
た
る
者
は
‘
前
回
出

雲
大
徳
菩
可
一
日
静
脈
岬
小
原
惣
左
衛
門

三
人
左
り
。
共
後
稲
葉
美
汲

守
疋
則
脱
出
祭
み
に
て
被
a
申
越
-
故
、
普
可
を
江
戸
へ
被
与
問
尚
一
泰
郎

へ
制
仰
す
と
い
へ

E
も
、
不
K
山
と
て
二
十
巻
ま
で
僻
授
し
て
姉
図

す
。
故
に
江
戸
の
太
平
記
停
は
二
十
各
停
授
也
と
ぞ
。
と
あ
り
。
混

見
摘
お
に
も
蛾
ν
之
。
按
宇
る
に
、
秘
笈
叢
昨
山
u
陀
服
せ
た
る
正
的
経
妃

金
部
古
帥
叫
志
巻
四

五
O 

も
、
可
制
制
小
訟
に
、
立
永
八
年
四
月
十
四
日
金
棒
披
火
災
、
本
丸
へ

大
移
る
時
、
微
妙
公
・
防
腕
公
仰
向
む
に
て
・
本
丸
の
府
門
石
盤
を
御

出
の
時
、
御
父
子
御
僻
惑
あ
り
て
、
御
山
被
ν
成
金
ね
た
る
よ
し
記
載

し、

闘
屋
政
春
の
古
兵
談
に
も
減
せ
た
り
。
三
州
志
願
岱
民
総
せ
た

る
一
一
岱
紀
に
は
、
此
の
時
微
妙
公
は
極
端
耐
橋
よ
り
・枇
子
は
紛
，丸
よ

り
出
さ
せ
ら
れ
、

，丸
高
知
4

引
所
濯
に
て
出
合
ひ
給
ふ
と
い
ム
邪

見
ゅ
。
と
あ
り
。
右
等
の
似
設
に
綴
れ
ば
、
覚
武
八
年
の
頃
は
、
本

丸
に
居
給
ひ
た
る
都
知
ら
れ
け
り
。
さ
れ
ば
三
笠
紀
に
、
右
火
災
の

《
相
判
納
巴

時
利
品
川
卿
は
北
，丸
飛
都
秘
丸
へ
入
ら
せ
給
ふ
と
見
'
問
、
三
州
芯
来

図
概
覧
附
録
頭
舎
に
も
.
寛
永
八
年
四
月
、
本
丸
焼
失
の
頃
北
，丸
に

利
治
君
居
す
。
図
っ
て
北
，丸
へ
公
称
邸
‘
世
子
は
本
多
政
重
の
申
誌
に

火
を
避
け
給
ふ
と
あ
れ
ば
.
光
阿
君
本
丸
へ
制
時
居
の
後
、
飛
円
掛
町
寸
利

治
君
北
，
丸
の
結
合
へ
移
居
せ
ら
れ
、
十
六
年
十
月
大
型
寺
入
部
迄
、

畢

A
K
居
館
し
給
ひ
け
る
に
や
。
と
い
へ
り
。

O
陽
鹿
公
兵
畢
之
事

少
将
光
町
卿
北
，
丸
に
居
館
し
給
ム
虫
、
兵
問
申
を
な
し
給
へ
り
。
可
制

小
設
に
云
ム
。
食
時
軍
訟
を
談
・
干
る

K
、
色
々
の
流
俄

E
立
つ
れ
ど

も
、
も
と
甲
州
流
に
て
‘
そ
れ
に
和
漢
の
抽
併
を
付
け
.
安
に
流
儀
を

民
、
或
目
先
日
卿
丘
ひ
け
る
は
、
評
判
は
能
軍
性
也
。
共
作
者
之
分

際
放
計
る
都
あ
り
や
。
予
申
す
。
此
岱
之
本
致
a

品川袋
町府院に
‘
正
成
・

長
利
・
高
徳
等
が
軍
記
可
ν
在
。
是
を
求
め
得
て
太
平
記
四
十
巻
に
書

簡
を
令
a
配
分
一
治
私
服
を
以
て
附
時
を
術
ひ
.
潤
色
し
て
全
部
と
な

し
た
る
も
の
と
存
候
。
如
何
級
銀
貸
の

箪
住
民
て
可
ν
在
s
御
座
-
と
申

す
。
御
前
に
も
共
の
如
く
岡
山
食
す
よ
し
陀
て
‘
共
後
辺
都
民
此
遇

p

被
ν
仰
た
り
。
是
も
又
左
様
に
存
供
。
軍
の
倣
進
退
の
形
設
h
k

多
く
候

へ
ど
も
部
党
方
聞
に
は
不
ν
過
候
。
込
自
ら
天
地
に
川
ひ
候
と
申
す
。

太
守
さ
と
モ
あ
る
べ
き
事
な
れ
。
乍
ν
去
一
陣
K
し
て
方
図
あ
る
べ

し
。
敵
・
味
方
の
備
へ
方
と
悶
と
あ
る
べ
か
ら
宇
。
皆
共
の
形
跡
を

以
て
名
付
け
た
る
も
の
な
ら
ん
と
立
ム
。
逃
務
大
い
陀
感
じ
潜
る

主
り
。
又
或
日
被
ν
仰
は
、
義
経
正
成
は
武
将
に
於
て
は
無
類
の
様

陀
主
べ
て
人
の
一
苫
ふ
事
也
。
末
代
の
武
将
赴
を
歪
桜
と
思
ひ
て
羨
む

は
未
練
也
。
義
経
は
頼
朝
民
不
ν
可
ν
勝
.
況
や
綴
義
義
家
に
及
ば
ん

や
。
正
成
は
傘
氏
K
不
v
可
ν
及
、
接
点
に
は
ま
さ
る
べ
し
。
智
謀
妙
術

あ
り
と
い
へ
ど
も
、
出
品
仁
大
皮
陀
近
か
ら
宇
。
果
し
て
一
却
に
け
が
さ

れ
て

・
兵
七
百
騎
死
地
花
落
し
入
れ
て
、
吾
も
か
ば
ね
を
泥
土
に
交

へ
.
敵
の
勢
ひ
を
ま
す
。
何
の
径
か
あ
る
。
是
白

mAEば
可
ν
階
、
中

lL 




